
                

令和６年 6 月 3 日(月) 

王子隣保館保育園 

看護師 三藤 頼美 

 

 梅雨の季節は、晴れて暑い日もあれば、雨で肌寒い日もあり寒暖差が大きいことで体調を崩し

がちです。天気や気温の変化が激しいこの時期には、熱中症の危険も高まります。水分補給と体

調管理に気をつけましょう。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

虫歯を予防するためには、やはり歯みがきが一番大切です。お子さまが歯磨きをした後は仕上げみ

がきを行い、虫歯を予防しましょう。また、ご飯を食べるときはしっかりと噛んで食べる習慣をつけ

ましょう。肥満予防となるだけでなく、唾液がたくさん出ることで口の中を洗い流し、虫歯を防いで

くれる役割があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症情報 月日 曜 保健行事 

6/6 木 乳児健診 

6/10 月 身体測定 

6/27 木 乳児健診 

 

 

 

・突発性発疹…1 名 

・アデノウイルス感染症…2 名 

・感染性胃腸炎…1 名 

 

虫さされ対策について 

子どもは新陳代謝が活発で、よく汗をかき比較的体温も高いことから、大人より蚊に刺されやす

い傾向にあります。 

虫よけ予防として保育園では、安全性と虫よけ効果の両方を考慮し、「イカリジン」という成分が

配合されている虫よけ剤を使用しています。また、保育園で蚊にさされた 

場合は石鹸と流水で洗い流し、【ムヒＳ】を塗り対応させていただきます。 

虫よけやかゆみ止めを希望されない方は、担任までお声かけください。 

※虫よけパッチや、虫刺され後のかゆみ止めパッチは、剥がれ落ちた場合、 

乳児が誤嚥する可能性があるため、保育園ではご遠慮ください。  

 

ほけんだより６月 
 

 

 

 

水遊びが始まります！ 

 

 

 近年、暑さ指数が基準値を超える日が多く、水遊

びが出来ないことが多くありました。今年は気温や

天候に合わせて６月から行っていきます。 

水遊びは、意外と体力を消耗するため、夜は早め

に寝かせるなど、疲れを残さないようお願いしま

す。園でも子どもの体調をよく見ていきますが、

朝、体調の悪いときは職員に伝えてください。 

子どもたちが、安全に水遊びを楽しめるよう、ご

協力をよろしくお願いします。 

   

 

 

 

 かゆみ止めを塗ったり、水で冷やし

たりしてかゆみをやわらげます。 

 

 蚊は、血液を吸うときに自分の口

から唾液の成分を私たちの体に注入し

ます。この成分に、免疫が過剰に反応

してアレルギーを起こし、腫れやかゆ

みを起こします。虫刺されをかいて皮

膚に傷ができ、そこからばい菌が入り

「とびひ」などの皮膚トラブルを起こ

すことがあります。 

 

  
つめが伸びていると皮膚を傷つ

けます。短く切って、角はやすり

などで削ってあげましょう。 

 

かき壊しを防ぐためには・・・ 


